
陽
凸
凹
㈲
」

　
　
堀
田
井
上
家
古
文
書

　
　
　
　
　
「
石
垣
原
合
戦
実
録
全
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
修
　
部

　
標
記
の
記
録
は
、
堀
田
６
の
井
上
家
（
当
主
友
介
氏
）
に
代
々
伝
わ
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
、
古
文
書
の
損
壊
が
酷
く

な
っ
た
の
を
憂
慮
し
た
氏
の
御
尊
父
故
友
光
氏
が
、
観
海
禅
寺
住
職
故

林
宗
悦
氏
に
解
読
を
依
頼
し
、
孔
版
（
ガ
リ
バ
ン
）
の
小
冊
子
と
し
て

保
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
解
読
に
あ
た
っ
て
現
代
仮
名
遣
い
を
援

用
し
て
い
る
が
、
こ
の
度
「
街
お
こ
し
活
動
」
に
も
携
わ
っ
て
い
る
井

上
氏
の
好
意
に
よ
り
、
会
誌
『
別
府
史
談
』
に
掲
載
す
る
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
実
録
」
の
成
立
年
代
、
筆
者
、
内
容
な
ど
、
原
典
に
基
づ
い

て
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
ま
ず
は
そ
の
ま
ま
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
、
今
後
の
研

究
に
資
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
（
句
読
点
は
文
責
者
注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
三
重
野
）

　
（
ま
え
が
き
）

　
こ
の
実
録
は
井
上
家
に
代
々
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
損
壊
甚
だ
し

く
判
読
も
困
難
と
な
る
。
よ
っ
て
当
主
井
上
友
光
氏
そ
の
隠
滅
を
借
し

み
書
替
を
柄
（
僧
侶
の
自
称
）
に
依
頼
す
。
古
色
を
失
う
こ
と
は
残
念

な
る
も
、
志
あ
る
人
々
の
便
宜
を
図
り
謄
写
に
せ
し
こ
と
を
了
解
せ
ら

れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
五
年
五
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
海
禅
寺
現
往
　
林
宗
悦
　
識

黒
田
大
友

石
塩
原
合
戦
実
録
全

　
慶
長
五
年
枝
子
七
月
上
旬
、
江
州
佐
和
山
城
主
石
田
治
郎
少
輔
三

成
、
逆
意
を
企
て
大
谷
別
邸
、
増
田
右
ヱ
門
、
小
西
摂
津
守
、
安
国

寺
、
浮
田
宰
相
、
長
曽
我
部
大
蔵
、
筑
前
中
納
言
、
小
早
川
秀
秋

作
詐
馴
七
立
花
左
近
将
監
宗
茂
、
島
津
薩
摩
守
一
味
同
心
に
て

都
合
其
勢
五
万
余
騎
、
関
ケ
原
を
発
向
し
て
家
康
公
を
討
ち
奉
ら
ん

と
は
か
る
由
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
１
　
　
　
　
４

　
義
統
公
こ
の
よ
し
聞
き
給
い
、
我
れ
朝
鮮
国
征
筏
の
時
、
太
閤
秀

吉
公
の
御
前
を
背
き
、
此
の
周
防
国
山
田
に
移
さ
れ
日
を
送
り
し
所

に
、
か
；
Ｑ
大
事
起
る
こ
そ
幸
な
り
と
、
家
臣
田
原
紹
忍
を
召
し
て
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仰
せ
族
に
は
、
し
ば
ら
く
合
戦
安
否
志
さ
れ
ざ
る
に
、
本
国
豊
後
を

切
従
え
秀
吉
公
の
味
方
仕
る
べ
く
思
う
は
卯
何
か
と
あ
り
け
れ
ば
、

吉
弘
嘉
兵
ヱ
承
り
、
御
意
ご
尤
も
に
ご
座
族
、
隣
国
の
義
に
族
へ
ば

豊
前
国
よ
り
仰
合
さ
れ
御
計
ら
い
下
さ
る
れ
ば
、
向
後
の
御
意
し
か

る
べ
き
か
と
申
し
上
げ
る
。
義
統
公
開
召
し
彼
れ
是
れ
と
延
引
せ
ば

本
意
遂
げ
難
し
、
片
時
も
急
が
ん
と
方
々
に
遂
い
し
族
た
め
に
、
隣

国
に
流
浪
し
居
た
る
臣
下
ど
も
馳
せ
集
ま
り
、
ほ
ど
な
く
其
勢
二
百

余
騎
に
な
る
。

　
黒
田
卯
木
公
こ
の
由
開
付
け
ら
れ
、
家
臣
森
大
兵
ヱ
、
栗
山
四
郎

右
ヱ
門
、
久
野
次
左
ヱ
門
、
野
村
　
市
右
ヱ
門
を
召
し
て
、
大
友
義

統
本
領
な
れ
ば
と
て
豊
後
に
打
入
る
べ
き
由
告
げ
来
た
る
。
我
が
長

男
甲
斐
守
長
政
は
、
家
康
公
に
御
味
方
仕
る
べ
く
の
志
に
て
、
本
国

に
罷
在
る
處
に
か
か
る
事
こ
そ
幸
い
な
れ
、
早
々
豊
後
に
発
向
し
大

友
を
退
治
す
べ
き
な
り
。
併
し
、
先
づ
大
友
へ
使
を
遣
わ
し
彼
が
志

を
計
る
べ
し
と
て
、
久
野
甚
助
、
内
野
勘
七
を
以
て
大
神
大
学
に
申

遺
族
に
は
、
貴
殿
本
国
な
れ
ば
豊
後
へ
御
入
国
の
由
承
り
、
思
召
ご

尤
に
存
族
、
左
様
御
事
に
族
は
。
ヽ
先
づ
中
津
へ
お
越
し
あ
る
べ
き
な

り
、
宜
敷
相
談
の
上
豊
後
を
相
渡
し
申
す
べ
し
と
書
を
送
り
け
り
。

　
使
者
上
の
関
に
て
大
友
に
行
合
う
、
口
上
の
趣
申
入
る
れ
ば
義
統

公
御
返
答
あ
り
け
る
は
、
仰
越
さ
れ
族
条
大
慶
に
存
じ
族
。
さ
り
な

が
ら
某
、
秀
吉
公
の
厚
恩
を
請
け
候
へ
ば
、
今
度
家
康
公
の
味
方
存

じ
も
よ
ら
ざ
る
所
な
り
、
と
答
え
ら
れ
直
に
義
統
公
は
豊
後
へ
発
向

あ
り
、
浜
脇
の
浦
に
着
船
し
、
朝
見
嶽
に
門
出
の
旗
を
挙
げ
た
る
也
。

そ
の
後
立
石
を
本
陣
に
定
め
豊
後
筑
肥
の
六
ケ
国
に
廻
文
を
廻
し
け

る
に
、
先
づ
国
中
よ
り
馳
集
る
軍
兵
都
合
三
千
余
騎
と
ぞ
記
し
け
る
。

　
其
頃
同
国
杵
付
の
城
に
細
川
越
中
の
家
来
有
吉
四
郎
右
ヱ
門
箭
城

す
。
先
づ
追
落
さ
ん
と
宗
像
掃
邸
を
大
将
と
し
て
大
神
堅
肋
、
柴
田

小
六
、
広
林
下
野
、
岐
邸
山
城
守
、
都
甲
兵
邸
、
都
合
五
百
余
騎
差

向
う
。
松
井
有
吉
方
便
を
め
ぐ
ら
し
防
ぎ
け
れ
ば
、
大
神
柴
田
等
討

死
す
。
さ
れ
ど
も
寄
手
大
勢
な
れ
ば
遂
に
二
の
丸
ま
で
切
破
ら
れ
本

丸
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
。

　
如
水
は
家
臣
共
を
召
し
集
め
、
大
友
豊
後
に
着
船
の
由
注
進
す
。

勢
付
か
ざ
る
先
に
馳
向
て
退
治
せ
ん
と
あ
り
け
れ
ば
、
井
上
九
郎
右

ヱ
門
申
し
け
る
は
、
御
掟
の
通
り
、
大
友
久
し
く
家
と
申
し
其
上
本

国
な
れ
ば
、
延
引
に
お
い
て
は
近
国
の
勢
が
加
わ
り
大
勢
に
な
り
大

事
に
及
ば
ん
、
願
く
は
一
日
も
早
く
御
出
馬
し
か
る
べ
し
と
て
、
侍

大
将
に
は
井
上
九
郎
右
ヱ
門
、
栗
山
四
郎
右
ヱ
門
、
黒
田
伯
苔
、
同

惣
右
ヱ
門
、
久
野
次
右
ヱ
門
、
船
引
別
邸
、
小
林
甚
右
ヱ
門
、
原
弥

左
ヱ
門
、
三
宅
利
右
ヱ
門
、
高
畑
弥
平
次
、
岡
田
三
四
郎
、
山
脇
権

之
肋
、
小
栗
次
右
ヱ
門
、
こ
の
人
々
を
始
め
と
し
て
都
合
八
千
余
騎
、
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九
月
九
日
中
津
出
陣
あ
る
。

　
然
る
所
に
久
野
次
右
ヱ
門
老
母
申
す
よ
う
、
今
度
の
御
供
心
許
な

く
思
う
な
り
。
そ
の
故
は
昨
夜
不
思
議
の
夢
を
見
る
、
御
身
が
戦
場

に
赴
く
に
旗
竿
折
る
よ
と
見
て
夢
醒
め
ぬ
。
今
度
の
合
戦
勝
利
を
得

る
こ
と
難
が
る
べ
し
、
何
と
ぞ
君
を
諌
め
止
め
給
え
と
あ
り
け
れ
ば
、

次
右
ヱ
門
申
し
候
は
、
仰
せ
ご
尤
も
に
候
へ
ど
も
弓
馬
の
家
に
生
ま

る
；
牙
は
、
戦
場
に
て
討
死
に
し
骸
を
山
野
に
爆
し
名
を
後
代
に
上

げ
、
以
て
侍
の
本
意
と
仕
る
。
然
も
夢
は
不
定
の
も
の
な
れ
ば
却
て

こ
の
夢
吉
事
と
な
り
芽
出
度
帰
還
陣
仕
る
べ
し
。
こ
れ
程
に
催
し
立

て
た
る
合
戦
な
れ
ば
い
か
で
か
君
を
も
止
め
参
ら
せ
ん
、
若
し
こ
の

軍
に
討
死
せ
ば
母
上
殿
に
も
お
暇
乞
に
て
候
。
と
言
い
棄
て
こ
て
出

に
け
り
。

　
斯
く
て
柚
木
公
は
諸
勢
に
向
い
て
仰
せ
け
る
は
、
如
何
に
方
々
、

こ
の
川
は
柚
木
が
た
め
に
は
三
途
の
川
と
思
う
な
り
。
そ
の
故
は
今

度
大
友
を
退
治
せ
ず
ば
二
度
と
こ
の
川
を
越
え
ま
じ
と
、
軍
気
を
は

げ
ま
し
赤
根
峠
に
着
き
給
う
。
此
所
に
堅
陣
を
張
り
使
者
を
以
て
様

子
を
聞
き
給
う
に
、
そ
の
夜
半
計
り
に
告
げ
き
た
る
、
大
友
は
立
石

に
籍
り
給
う
な
り
と
。
さ
ら
ば
二
手
に
分
け
よ
う
と
て
、
先
づ
一
手

は
井
上
九
郎
右
ヱ
門
、
野
村
市
右
ヱ
門
、
久
野
次
左
ヱ
門
、
曽
我
部

六
右
ヱ
門
、
母
里
与
三
兵
ヱ
、
時
枝
平
太
夫
、
池
田
九
郎
兵
ヱ
、
富

田
仁
左
ヱ
門
、
三
宅
利
右
ヱ
門
、
細
江
弥
七
郎
、
こ
の
人
々
を
先
手

と
し
て
都
合
三
千
余
騎
立
石
へ
差
向
う
。
之
は
本
組
。

　
阿
岐
富
来
城
に
か
か
る
人
々
に
は
、
黒
田
伯
菩
、
同
惣
左
ヱ
門
、

母
里
大
兵
ヱ
、
小
林
甚
右
ヱ
門
、
岡
田
三
四
郎
、
船
引
別
邸
、
山
脇

権
之
肋
、
松
枝
藤
三
郎
、
石
松
巴
右
ヱ
門
、
原
弥
左
ヱ
門
、
同
市
蔵
、

こ
の
人
々
を
先
手
と
し
て
都
合
其
勢
五
千
余
喘
、
掛
樋
和
泉
守
が
城

代
伊
井
利
右
ヱ
門
、
藤
井
九
右
ヱ
門
龍
り
た
る
阿
岐
富
来
に
向
い
竹

束
を
立
て
鉄
砲
数
百
挺
に
て
す
き
間
な
く
攻
め
に
け
り
。
城
中
も
此

處
を
先
途
と
防
ぎ
け
る
も
、
た
ぐ
く
方
使
め
ぐ
ら
せ
攻
め
け
れ
ば
、

城
中
こ
ら
え
か
ね
た
り
。

　
し
か
る
所
に
当
国
高
田
の
城
主
竹
中
源
肋
伊
豆
守
方
よ
り
使
者
を

以
て
申
し
候
私
は
、
今
度
大
友
退
治
の
た
め
出
張
仕
る
な
り
、
味
方

に
参
ら
る
べ
き
か
是
非
の
返
答
承
た
ま
わ
ら
ん
と
あ
り
け
れ
ば
、
内
々

ご
出
陣
の
由
承
り
及
候
、
御
勢
加
わ
り
中
さ
ん
と
用
意
致
し
候
と
て

長
男
を
人
質
に
先
備
え
に
出
し
け
り
。

　
さ
る
程
に
先
手
横
灘
に
着
き
し
か
ば
実
相
寺
山
に
陣
を
と
る
。
こ

の
様
子
大
友
方
に
も
見
給
い
、
一
番
に
吉
弘
嘉
兵
ヱ
、
宗
像
掃
都
を

大
将
と
し
て
小
田
原
又
左
ヱ
門
、
深
江
七
左
ヱ
門
、
吉
良
伝
右
ヱ
門
、

岐
邸
山
城
、
清
田
民
部
こ
の
人
々
勢
を
備
え
そ
の
日
陣
を
張
り
に
け
る
。

　
黒
田
方
よ
り
母
里
与
三
兵
ヱ
、
時
枝
平
太
夫
、
池
田
九
郎
兵
ヱ
、
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七
百
余
騎
に
て
切
っ
て
出
る
。
中
に
も
与
三
兵
ヱ
高
声
に
て
呼
ば
わ

り
、
今
日
は
黒
田
が
内
、
母
里
、
時
枝
と
は
我
等
が
事
な
り
、
大
友

方
に
我
れ
と
思
わ
ん
人
々
は
出
来
て
勝
負
し
給
え
と
一
度
に
ど
っ
と

馳
せ
出
る
。
大
友
方
に
も
宗
像
掃
部
、
都
甲
兵
部
、
勢
を
備
え
て
切

て
出
て
互
に
秘
曲
を
つ
く
し
切
戦
う
。
母
里
、
時
枝
が
兵
多
く
討
た

れ
け
れ
ば
叶
わ
じ
と
や
思
い
け
ん
、
味
方
の
陣
に
引
退
く
。

　
二
番
駈
け
の
大
将
久
野
次
右
ヱ
門
、
金
の
半
月
の
兜
を
着
し
、
曽

我
五
郎
右
ヱ
門
そ
の
他
相
従
え
兵
を
引
連
れ
進
出
で
申
し
候
に
は
、

「
愚
な
り
与
三
兵
ヱ
、
も
の
の
数
に
は
あ
ら
ね
ど
も
こ
の
久
野
が
横

鎗
後
見
致
す
べ
し
、
先
づ
そ
の
陣
退
き
給
う
な
返
し
給
え
」
と
の
の

し
り
け
れ
ど
も
聞
き
も
入
れ
ず
引
き
に
け
り
。
久
野
無
念
に
思
い
三

百
余
騎
に
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
切
て
か
よ
り
、
人
音
に
て
呼
ば
は
り
け

る
は
、
「
黒
田
が
内
に
て
久
野
次
右
ヱ
門
と
中
す
者
な
り
、
大
友
方

に
て
我
と
思
わ
ん
者
は
出
来
っ
て
勝
負
し
給
え
」
と
真
先
に
進
み
け

り
。
宗
像
掃
部
士
卒
に
下
知
し
て
、
唯
今
向
う
は
黒
田
方
に
て
一
方

の
大
将
な
り
も
ら
す
な
討
取
れ
、
と
五
百
余
騎
に
て
駈
け
出
る
、
中

津
勢
、
大
友
方
の
勝
色
と
見
え
る
を
、
久
野
猪
卒
を
下
知
し
、
先
に
母

里
、
時
枝
言
甲
斐
な
く
引
退
く
ゆ
え
に
散
逃
ぐ
る
と
見
た
り
。
爰
に
万

死
一
生
の
働
き
な
く
ば
味
方
の
大
事
た
る
べ
き
な
り
。
義
を
知
り
思

を
思
う
人
々
は
続
け
や
、
と
て
真
一
文
字
に
掛
っ
て
相
戦
う
。
久
野
が

手
に
十
七
騎
切
っ
て
す
て
、
十
八
騎
目
に
宗
像
掃
部
に
渡
り
合
い
火

花
を
散
ら
し
戦
い
し
が
終
に
掃
部
を
討
取
り
け
り
。
掃
部
の
郎
党
こ

れ
を
見
て
、
主
人
を
目
の
前
に
討
た
せ
何
面
目
に
永
ら
え
ん
、
と
大
勢

寄
合
い
久
野
を
真
中
に
追
っ
と
り
廻
し
、
鎗
三
本
に
て
突
き
落
し
け

り
、
久
野
生
年
十
九
才
に
て
比
類
な
き
働
き
し
て
討
死
し
た
り
け
り
。

　
久
野
が
内
水
留
（
？
）
新
右
ヱ
門
、
真
田
作
右
ヱ
門
、
「
命
は
義
に

よ
っ
て
軽
し
」
と
進
ん
で
戦
い
、
敵
二
十
六
騎
討
取
り
残
ら
ず
討
死

す
。
曽
我
部
五
郎
右
ヱ
門
も
敵
七
騎
討
取
り
、
此
方
へ
拍
え
け
る
が
、

久
野
が
討
取
ら
れ
た
る
を
見
て
、
扨
も
中
津
を
出
で
し
時
如
水
公
の

仰
せ
に
、
「
久
野
が
事
若
年
な
れ
ば
、
其
方
頼
む
」
と
の
御
事
に
て

こ
れ
に
付
従
い
し
に
、
久
野
を
討
死
さ
せ
い
か
で
か
如
水
公
の
御
前

に
出
づ
べ
し
と
、
又
大
勢
の
中
に
馳
せ
入
り
部
甲
兵
部
に
渡
り
合
い

し
ば
し
戦
い
し
が
互
に
勝
負
つ
か
ざ
れ
ば
、
よ
り
組
ま
ん
と
入
違
い

引
組
て
上
に
な
り
下
に
な
り
、
し
ば
し
組
合
い
し
が
曽
我
部
中
候
に

は
、
「
某
も
今
日
限
り
の
戦
な
り
御
辺
我
と
組
合
う
こ
と
不
祥
な
れ
」

と
、
曽
我
部
五
十
三
、
都
甲
兵
部
三
十
九
才
に
て
差
違
え
て
死
に
候
。

　
松
井
有
吉
も
こ
こ
を
先
途
と
戦
い
け
る
が
手
負
討
死
数
多
く
な
り

一
先
づ
諸
卒
に
息
を
継
が
せ
ん
と
本
陣
に
引
取
り
け
り
。

　
井
上
九
郎
右
ヱ
門
三
番
目
の
大
将
に
て
あ
り
け
る
が
、
陣
所
地
形

先
上
り
に
て
間
に
小
高
き
所
あ
り
て
合
戦
の
場
見
え
ざ
れ
ば
、
我
行
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き
て
先
の
様
子
を
見
計
ら
い
て
こ
そ
出
べ
し
と
諸
勢
を
動
か
さ
ず
、

か
ら
の
頭
の
兜
を
着
し
鳥
の
羽
の
指
物
さ
し
、
徒
士
八
ば
か
り
引
連

れ
十
町
ば
か
り
行
き
て
見
れ
ば
、
久
野
、
曽
我
部
は
討
死
し
、
松
井
、

有
吉
も
合
戦
に
疲
れ
引
退
き
け
り
。
敵
も
芝
生
に
て
息
を
継
ぎ
休
み

け
り
。
井
上
こ
れ
を
見
て
よ
き
時
分
ぞ
と
て
馳
せ
帰
る
に
も
及
ば
ず
、

来
を
持
っ
て
早
く
か
か
れ
と
招
き
け
り
、
天
野
三
郎
右
ヱ
門
族
奉
行

に
て
、
柏
の
紋
を
付
け
る
施
を
風
に
ひ
る
が
え
し
五
百
余
騎
に
て
馳

来
た
る
。

　
敵
方
い
ず
れ
も
馬
よ
り
下
り
て
居
た
る
所
に
真
近
く
進
み
よ
り
、

一
度
に
ど
っ
と
か
か
り
け
り
。
其
の
時
、
茜
の
母
衣
か
け
た
る
武
士

深
江
七
左
ヱ
門
と
名
乗
る
を
真
先
に
進
ん
で
出
る
。
中
津
方
よ
り
天

野
久
太
夫
と
名
乗
り
て
鎗
を
合
せ
し
が
、
勝
負
つ
か
ざ
れ
ば
引
組
ん

で
上
を
下
へ
と
か
え
し
け
る
が
、
深
江
を
取
て
押
え
首
を
か
き
落
す
。

又
大
友
方
よ
り
小
田
原
又
左
ヱ
門
と
名
乗
っ
て
出
る
所
を
天
野
勘
左

ヱ
門
か
け
合
せ
、
こ
れ
も
引
組
て
又
左
ヱ
門
を
押
え
首
を
取
る
。

　
こ
の
時
井
上
申
し
候
は
、
「
黒
田
内
に
て
井
上
九
郎
右
ヱ
門
と
は

我
な
り
、
今
度
豊
後
方
に
て
鬼
神
と
い
う
吉
弘
嘉
兵
ヱ
殿
は
お
は
せ

ん
か
出
合
給
え
」
と
、
こ
れ
を
聞
く
よ
り
吉
弘
相
笑
い
、
井
上
が
わ

れ
と
望
む
は
嗚
呼
が
ま
し
と
、
二
百
余
喘
に
て
駈
け
出
で
人
音
に
て

申
し
候
に
は
、
「
当
国
に
か
く
れ
な
き
吉
弘
嘉
兵
ヱ
と
は
我
事
な
り
。

井
上
殿
と
は
先
年
名
護
屋
に
て
申
し
合
せ
し
か
ど
、
無
念
や
今
は
敵

と
な
る
事
、
武
士
の
道
に
珍
し
か
ら
ざ
る
所
な
り
」
と
組
合
す
。
吉

弘
は
素
鎗
、
井
上
は
十
文
宇
に
て
戦
い
、
井
上
は
片
腹
を
突
か
れ
、

吉
弘
は
高
手
の
脇
を
十
文
宇
に
て
し
た
た
か
か
け
ら
る
。
吉
弘
無
念

に
思
い
鎗
の
穂
首
を
切
落
し
、
五
尺
許
り
の
大
石
を
乗
り
越
え
て
井

上
を
討
た
ん
と
せ
る
所
、
井
上
が
内
、
天
野
勘
左
ヱ
門
兄
弟
、
加
賀

野
新
兵
ヱ
、
森
大
兵
ヱ
駈
け
合
せ
、
さ
ん
ざ
ん
に
攻
め
戦
う
。
吉
弘

向
う
敵
を
二
十
七
筒
切
り
伏
せ
、
は
る
か
に
引
い
て
我
が
身
を
見
れ

ば
、
痛
手
う
す
手
九
ケ
所
負
い
け
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
思
い
小
高
き

所
に
駈
け
上
が
り
、
「
黒
田
殿
の
御
内
に
て
我
と
思
は
ん
人
あ
れ
ば

吉
弘
が
首
取
て
勲
功
に
あ
ず
か
れ
」
と
呼
ば
わ
り
け
り
。

　
さ
れ
ど
も
惣
い
ぜ
ん
手
並
を
見
て
、
さ
う
な
く
近
付
く
も
の
も
な

し
、
か
；
Ｑ
所
に
後
藤
太
郎
肋
生
年
十
六
才
、
こ
の
様
子
を
見
て
、

何
、
吉
弘
鬼
神
に
も
せ
よ
討
取
り
高
名
に
せ
ん
と
、
種
が
島
に
二
つ

玉
を
龍
め
て
吉
弘
が
弓
手
の
脇
を
打
ち
通
す
。
小
栗
次
右
ヱ
門
、
小

山
の
か
げ
よ
り
走
り
出
て
吉
弘
が
首
を
取
る
。
吉
弘
生
年
三
十
八
才

に
て
比
類
な
き
働
き
を
し
討
死
し
た
り
け
り
。
‘

　
大
友
家
、
宗
像
、
吉
弘
討
死
す
れ
ば
今
は
こ
れ
迄
な
り
、
皆
々
討

死
せ
よ
と
て
駈
け
出
し
く
、
井
上
を
真
中
に
取
込
め
散
々
に
戦
い

し
が
、
井
上
は
敵
ハ
騎
を
討
ち
取
る
。
井
上
が
内
大
村
六
太
夫
、
大
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友
方
の
伝
有
ヱ
門
と
い
え
る
武
士
と
渡
り
合
い
鑓
に
て
突
き
伏
せ
首

を
取
り
け
る
も
、
井
上
あ
や
う
く
見
え
に
け
る
所
に
、
野
村
市
左
ヱ

門
、
後
藤
太
郎
、
肋
手
勢
を
引
連
れ
駈
け
来
た
り
、
黒
田
方
、
弥
々

気
を
は
げ
軋
し
え
い
や
く
と
突
い
て
掛
か
る
。
大
友
方
こ
ら
え
か

ね
て
崩
れ
け
る
。

　
か
；
Ｑ
所
に
野
上
山
城
切
て
出
で
、
敵
六
騎
討
ち
取
り
引
か
ん
と

せ
る
所
に
、
黒
田
方
よ
り
石
粉
右
ヱ
門
駈
け
合
せ
野
上
を
討
取
る
。

又
大
友
方
よ
り
富
来
右
兵
ヱ
と
名
乗
っ
て
出
る
を
、
黒
田
方
よ
り
粉

隈
藤
三
郎
討
ち
取
る
。
吉
良
伝
右
ヱ
門
を
ば
黒
田
方
天
野
勘
左
ヱ
門

討
取
る
。
同
加
賀
野
新
兵
ヱ
は
五
騎
討
取
り
、
其
の
外
堀
尾
与
左
ヱ

門
、
富
田
仁
左
ヱ
門
、
原
田
市
政
等
、
皆
高
名
を
ぞ
し
た
り
け
り
。

　
（
不
明
）
を
始
め
と
し
て
高
名
の
侍
三
十
六
人
、
雑
兵
三
百
余
喘
、

井
上
手
よ
り
討
ち
取
り
た
り
。
大
友
方
竹
田
作
之
進
を
黒
田
方
野
村

市
有
ヱ
門
、
古
庄
嘉
平
次
両
人
に
て
討
取
る
。
岐
部
山
城
を
ば
笹
薮

嘉
兵
ヱ
討
取
る
。
そ
の
他
酒
井
右
ヱ
門
、
瓜
田
伝
内
、
後
藤
田
、
小

栗
治
郎
左
ヱ
門
、
二
宮
右
馬
之
肋
な
ど
も
高
名
す
。
大
友
方
峯
民
部

は
黒
田
方
時
枝
平
太
夫
を
討
取
る
。
池
田
九
郎
兵
ヱ
は
五
喘
、
富
田

仁
左
ヱ
門
は
二
喘
各
々
討
取
る
。

　
か
く
な
り
け
る
程
に
互
に
勢
を
尽
し
引
退
く
、
井
上
九
郎
右
ヱ
門

は
軍
の
様
子
、
久
野
が
討
死
の
次
第
富
来
の
城
に
申
し
上
ぐ
れ
ば
、

如
水
公
こ
の
由
聞
き
給
い
、
千
騎
一
騎
の
久
野
を
討
た
せ
け
る
こ
そ

無
念
な
り
と
御
落
涙
あ
り
。
こ
の
上
は
富
来
城
は
と
も
か
く
も
、
先

づ
吉
畠
を
討
た
ん
と
て
打
ち
立
ち
給
う
。
阿
波
の
城
よ
り
熊
谷
佐
肋

と
名
乗
り
て
出
て
、
熊
谷
内
蔵
は
毛
利
方
に
て
関
ケ
原
に
罷
在
り
、

城
代
と
し
て
そ
れ
が
し
在
番
仕
る
所
に
御
馬
を
向
け
ら
る
こ
Ｊ
神
妙

に
候
、
相
手
に
と
っ
て
不
足
な
が
ら
、
矢
一
筋
参
ら
せ
ん
と
ぞ
申
し

け
る
。

　
如
水
公
開
こ
し
召
し
、
あ
れ
や
さ
し
き
事
中
す
か
な
、
栗
山
四
郎

左
ヱ
門
手
勢
を
伏
せ
お
き
、
敵
討
て
出
で
な
ば
こ
と
ご
と
く
討
取
る

べ
し
と
、
岡
田
三
四
郎
、
本
田
半
三
郎
、
山
脇
弥
七
郎
等
其
他
鉄
砲

差
添
え
ら
れ
、
黒
田
三
左
ヱ
門
、
後
藤
又
兵
ヱ
両
人
は
甲
斐
守
長
政

に
従
い
関
ケ
原
に
在
り
け
れ
ば
、
三
左
ヱ
門
の
手
の
者
の
江
見
彦
右

ヱ
門
、
粕
屋
茂
兵
ヱ
、
進
藤
嘉
ヱ
門
、
関
甚
六
な
ど
、
如
水
公
の
御

供
に
あ
り
候
え
ば
こ
れ
を
添
え
ず
、
先
手
の
勢
は
立
石
に
拍
え
さ
せ

旗
本
も
引
取
り
給
う
。

　
案
の
如
く
敗
北
と
心
得
、
城
中
よ
り
討
て
出
る
。
栗
山
案
の
図
に

敵
を
引
受
け
一
度
に
ど
っ
と
駈
け
出
で
、
中
に
と
り
込
め
惨
々
に
戦

い
こ
と
ご
と
く
討
取
る
。
敵
方
熊
谷
仁
左
ヱ
門
を
ば
津
田
才
蔵
、
高

畑
兵
邸
を
山
脇
権
之
肋
、
同
嘉
兵
ヱ
を
船
引
別
邸
が
討
取
る
。
細
江

弥
七
は
敵
三
騎
、
三
宅
利
右
ヱ
門
は
四
騎
、
岡
田
三
四
郎
は
五
騎
を
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討
取
る
。
小
林
勘
右
ヱ
門
は
大
身
の
鎗
に
て
敵
七
騎
を
突
伏
す
。
熊

谷
佐
助
こ
れ
を
見
飛
ん
で
出
て
忽
ち
に
十
七
騎
を
切
伏
せ
け
り
。
小

林
勘
右
ヱ
門
之
と
掛
け
合
せ
熊
谷
を
突
伏
せ
討
ち
取
る
。
熊
谷
は
大

力
と
聞
え
し
剛
の
者
な
れ
ど
三
十
四
才
に
て
討
死
せ
り
。
阿
岐
城
す

で
に
落
城
し
け
れ
ば
如
水
公
は
直
に
立
石
へ
と
急
ぎ
給
う
。

　
大
友
義
統
は
一
騎
当
千
と
頼
み
た
る
吉
弘
、
宗
像
を
始
め
宗
徒
の

勇
士
大
勢
討
た
れ
け
れ
ば
勢
力
尽
き
て
唯
茫
然
た
る
所
に
、
如
水
公

は
森
大
兵
ヱ
を
召
し
て
、
只
今
大
友
を
討
つ
は
案
の
内
な
れ
ど
も
、

衰
え
た
る
を
討
つ
は
仁
義
に
あ
ら
ず
、
汝
が
方
よ
り
田
原
紹
忍
方
へ

使
を
遺
は
し
降
参
す
べ
し
。
さ
す
れ
ば
士
卒
皆
々
助
く
べ
し
と
あ
り

け
れ
ば
、
義
統
公
、
「
我
こ
の
度
本
国
に
打
ち
入
る
と
い
え
ど
も
詮

な
く
て
、
如
水
公
軍
門
に
出
給
へ
ば
軍
兵
さ
ま
ぐ
に
落
失
せ
り
。
」

か
く
て
如
水
は
大
友
を
引
見
し
中
津
に
帰
陣
し
給
う
。

　
こ
こ
に
加
藤
清
正
こ
の
取
合
い
聞
い
て
豊
後
へ
三
千
余
騎
の
加
勢

を
出
し
け
る
に
、
黒
田
へ
降
参
の
跡
に
な
り
、
玖
珠
郡
ま
で
来
た
れ

ど
も
本
意
な
く
肥
後
へ
帰
り
け
り
。
玖
珠
、
日
田
の
侍
七
百
騎
こ
れ

も
手
に
入
ら
ず
引
返
え
す
。

　
今
四
五
日
も
こ
ら
え
給
は
マ
又
大
勢
に
な
る
べ
き
に
、
こ
れ
と
言

う
も
宗
麟
公
神
仏
を
か
ろ
し
め
給
う
御
罰
の
が
れ
が
た
く
、
武
運
尽

き
さ
せ
給
う
こ
そ
う
た
て
け
れ
。

　
か
く
て
如
水
公
は
中
津
へ
帰
陣
の
上
今
度
軍
忠
の
輩
に
恩
賞
あ
り

て
、
久
野
が
弟
十
二
才
に
な
り
け
る
を
久
野
仁
左
ヱ
門
と
改
め
ら
れ

新
地
給
わ
り
け
り
。

　
そ
れ
よ
り
小
倉
の
城
主
毛
利
壱
岐
守
が
家
臣
毛
利
九
郎
右
ヱ
門
が

居
城
広
寿
嶽
に
使
を
立
て
、
城
を
明
渡
さ
ざ
れ
ば
攻
め
落
と
す
べ
し

と
あ
り
け
れ
ば
、
九
郎
右
ヱ
門
と
か
く
に
及
ば
ず
長
男
吉
十
郎
を
如

水
の
勢
に
加
え
け
り
。
そ
れ
よ
り
小
倉
の
城
に
押
寄
せ
使
者
を
以
て
、

「
我
豊
後
へ
打
越
し
大
友
を
退
治
し
、
阿
岐
、
富
来
の
城
残
ら
ず
我

手
に
属
す
。
当
城
の
儀
明
渡
す
べ
き
な
り
。
異
議
あ
ら
ば
軍
勢
差
向

う
べ
し
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
壱
岐
守
、
家
臣
共
集
め
評
議
し
け
る
に
、

皆
一
同
に
申
し
候
に
は
、
近
国
の
城
悉
く
如
水
の
手
に
従
い
候
上
、

濃
州
関
ケ
原
合
戦
も
西
国
方
の
敗
北
の
由
な
り
。
こ
の
城
に
て
討
死

な
さ
れ
て
も
誰
が
為
に
な
り
給
は
ん
。
如
水
の
指
図
に
任
せ
ら
れ
る

が
よ
ろ
し
が
ら
ん
と
中
し
け
り
。
壱
岐
守
尤
も
と
同
じ
く
城
を
渡
し

け
り
。

　
そ
れ
よ
り
筑
後
柳
川
表
も
討
ち
従
え
九
州
過
半
一
統
し
け
れ
ば
、

其
後
大
友
を
引
見
し
上
府
あ
る
に
家
康
公
御
感
斜
め
な
ら
ず
、
こ
れ

単
え
に
如
水
老
将
の
勲
功
な
り
と
筑
前
の
州
を
一
問
に
領
地
に
給
は

り
け
り
。

　
　
　
　
（
年
月
日
・
筆
者
の
記
載
な
し
）
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